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深海無脊椎動物におけるＮＯ合成の意義
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地球の生命と生態系は、太陽の光エネルギーに依存している。深海の海底熱

水噴出孔生態系は、太陽エネルギーに依存しない例外的な存在として知られて

おり、地球外生命探査のモデル系として関心を集めている。深海熱水噴出孔生

態系における－次生産者は、植物や藻類のような光合成生物ではなく、硫化水

素（HZS）を還元力としてエネルギーを得る化学合成細菌群である。これら化学

合成細菌は、チューブワームのような大型無脊椎動物に共生するものが報告さ

れており、極限環境に特化した宿主のエネルギー代謝に寄与している。沖縄の

サンゴ礁海域の近くには、深海海底熱水孔が点在しており、硫化水素環境に依

存した様々な動物が見つかっている。ゴエモンコシオリエピは、熱水噴出孔に

最も近い場所に生息していることから、環境依存性が特に高い生物として知ら

れている。ゴエモンコシオリエピの腹側は、乳白色の剛毛で覆われており、そ

こには化学合成細菌が高密度で増殖している。ゴエモンコシオリエピは、岡'１毛

上で「栽培した」細菌だけを摂食して生きていると考えられている。しかし、

特定細菌を剛毛上に増殖させるメカニズムは不明である。本研究では、ゴエモ

ンコシオリエピの腹側剛毛における－酸化窒素（NO）合成活性を調べ、特定細

菌を増殖させるメカニズムの検討をおこなった｡NTO8-15航海(JAMSTEC)で、

生きたゴエモンコシオリエピを回収し、蛍光指示薬DAF2-DAを用いて剛毛の

ＮＯ合成能を調べた。腹側岡１１毛にＬ－アルギニンを加えたところ、顕著なＤＡＦ蛍

光の増強が確認された。ＮＯ化学供与体（NOC-18）を添加した場合、Ｌ－アルギ

ニン添加時の蛍光強度と同程度の結果を得た。また、ＮＯ合成酵素（NOS）阻害

剤（L-NAME）を添加したところ、岡'1毛の蛍光は全く観察されなかった｡これら

の結果は、ゴエモンコシオリエピの剛毛内で、ＮＯＳ依存性のＮＯ合成がおきて

いることを示唆している。硫化水素環境下でＮＯが生産された場合、以下の反

応が岡||毛表面上で起きていることが期待される。

H2Ｓ（熱水噴出口）＋ＮＯ（ゴエモンコシオリエピ）÷Ｓ（結晶硫黄)＋ＨｚＯ＋1/2N２

熱水噴出孔から放出されるＨＺＳとゴエモンコシオリエビが合成するＮＯは、腹
側岡１１毛上で結晶硫黄となり、硫黄細菌の増殖基質になると推察される。この特
性のため、ゴエモンコシオリエピは、硫化水素要求性が高いと考えられる。


